
自自自治治治会会会だだだよよよりりり   ふふふ   れれれ   あああ   いいい   ２０１８年５月号 
【 ５ 月 の 行 事 】 

１５日（火） 午後 ２：００ ミニデイサービス（室内レク） 

調整中 午前 ９：００ 長寿会美化作業 

２０日（日） 午後 ５：００ 区内パトロール（宇堅守の会） 
【その他の行事】 

【 ６ 月 の 行 事 】 
１０日（日） 午前 ９：００ 区内清掃   ※雨天時順延(17日) 

１２日（火） 午後 ２：００ ＥＭゆがふ会 

１４日（木） 午後 ２：００ 宇堅守の会（定例会） 

１７日（日） 午後 ５：００ 区内パトロール（宇堅守の会） 

１９日（火） 午後 ２：００ ミニデイサービ（グラウンドゴルフ） 

２３日（土） 午前１１：３０ 慰霊祭（戦後73年） 
【その他の行事】 
1～3日：中頭地区中体連 ／ 29日(金)：うるま市民総決起大会 
 

宇堅1019番地（宇堅公民館内）９７３－３５５８ （ﾌｧｯｸｽ兼） 

Email： uken@public.city.uruma.okinawa.jp 

 

糞の処理/口輪･ﾘｰﾄﾞで散歩 /放し飼い禁止…………  ―１― ………………………………………Think globally. Act locally 

   

山
折･  

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
か
す
め
て
飛
翔
夏
燕 

句
集

『
舞

扇
』
（
Ｒ
Ｉ
作
）
よ
り 

北
に
渡
る
燕
が
ど
こ
か
で
子
育
て
し
て
い
る
は
ず
。 

ス
ー
サ
ー
の
巣
は
良
く
見
か
け
る
が
…
（
残
念
） 

    健 診 日 程     

「うるみん」での健診は下記の通りです。

都合の良い日に受診してください。  

宇堅の受診呼掛け日は、６月 29日です。 

注意：  保険証を持参すること  

※受付：午前＝8：30 ／  午後＝1：00 
 

６ 

19日（火） 
20日（水） 
24日（日） 
28日（木） 
29日（金） 

 

11 
27日（火） 
28日（水） 

12 
８日（土） 
９日（日） 

７ 29日（日） 

１ 
22日（火） 
23日（水） 
26日（土） 

８ 
18日（土） 
19日（日） 
22日（水） 

   
   

若若若   
   

夏夏夏   
   

   

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
ア
ッ

と
言
う
間
に
。
徐
々
に
夏
を
感
じ

さ
せ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

若
夏
：
初
夏
の
季
語
に
ぴ
っ
た
り
。

梅
雨
も
間
近
で
す
。
台
風
は
今
の

と
こ
ろ
大
丈
夫
そ
う
で
す
ね
。 

 

   

無
事
に
今
年
度
の
定
期
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

本
格
的
な
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
出
席
者
：

5
9

名
、
委
任
状
提
出
者
＝8

5

名
の
参
加
で
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

平
成

2
9

年
度
は
、
「
う
け
ん
ま
つ
り
」
や
「
区

民
文
化
祭
」
が
あ
っ
て
、
忙
し
い
年
度
で
し
た
が
、

無
事
に
終
え
ま
し
た
。
平
成

3
0

年
度
に
は

カ
ジ
マ
ヤ
ー
パ
レ
ー
ド
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
各
種
行
事
遂
行
へ
の
変
わ
り
な
い
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

豊
年
祭
に
は
約

7
0

名
が
参
加
。
ビ
ン
コ

景
品
を
巡
っ
て
、
参
加
者
は
真
剣
な
表

情
（
笑
）
。
一
輪
車
と
紫
陽
花
が
大
人
気

で
し
た
！
来
年
も
お
楽
し
み
に
。 

 

 

  

           

  

【
管
内
の
刑
法
犯
罪
発
生
状
況
】 

・万
引
き 

 

：９
件(

み
ど
り
町
・江
洲
５
・赤
道
・髙
江
洲
・ 

南
風
原) 

・車
上
ね
ら
い
：２
件(

喜
屋
武
・喜
仲) 

・自
転
車･

オ
ー
ト
バ
イ
盗
：７
件(

み
ど
り
町
・豊
原
・宮
里 

前
原
・江
洲
・洲
崎
・南
風
原) 

・自
動
車
盗
：１
件(

昆
布) 

・そ
の
他
窃
盗
：７
件
（宇
堅
・宮
里
・豊
原
２
・前
原
・髙
江
洲 

・洲
崎
） 

・そ
の
他
の
刑
法
犯
：４
件(

安
慶
名
・川
崎
・兼
箇
段
・髙
江
洲) 

※
短
い
外
出
で
も
確
実
に
施
錠
し
て
、
防
犯
対
策
。 

※
車
の
ロ
ッ
ク
を
確
実
に
。
車
内
に
貴
重
品
等
を
置
か
な
い
。 

平成29年度決算、平成30度予算（概略表） 

 科  目 
平成29年度決算 平成30

年度予算 予算現額 決 算 額 

収

入 

負担金等 4,800,000 4,806,692 4,800,000 

補助･使用料等 166,000 218,270 203,000 

繰入･繰越金等 1,020,163 410,617 872,469 

合  計 5,986,163 5,435,579 5,875,469 

支

出 

総 務 費 3,394,250 3,326,032 3,394,250 

施 設 費 951,000 830,127 1,101,000 

助 成 費 207,000 182,500 207,000 

事 業 費 1,120,000 1,026,451 1,020,000 

雑  費 10,000 0 10,000 

予 備 費 303,913 303,913 143,219 

合  計 5,986,163 5,365,110 5,875,469 

差 引 残 高 70,469  

ＪＫビジネスは 
ＮＯ！ 

 

女子高校生に

よる会話やゲ

ーム、マッサ

ージ等の営業

が見られま

す。一見、問

題なさそうなア

ルバイト先で、

児童買春等の

被害が発生し

ています。 

う
る
ま
警
察
署
か
ら
の
注
意
喚
起 「

定
期
総
会
」
が
終
了
し
ま
し
た 



 

防火で、家族の安全確保：住宅用火災報知機…………………………… ―４―  …………………………健康診断受診／国民健康保険税納付 廃食油回収！ 

 
  

ボトル・キャッフ･使用済切手 
回収します。 

（３月末） 宇 堅（外国人除く） うるま市全体（外国人含む） 
人口(男/女) １,２３４（６４０／５９４） ６（△４/１０） １22,702(61,511/61,191) △606（△313/△293） 

世 帯 数 ４８２ △４ ５０，５６４ △９７３  

山
折･  

【
区
長
の
ド
ゥ
ー
チ
ュ
イ
、
ゥ
ム
ニ
― 

(

編
集
後
記)

】 

 

定
期
総
会
を
終
え
て
ホ
ッ
と
で
す
が
、
宿
題

は
た
く
さ
ん
あ
る
（
涙
）
。
こ
の
５
～
６
年
ほ
ど
、

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
多
く
て
体
力
落
下
、
体
型
拡

大
、
最
悪
で
す
ね
。
節
制
で
き
ず
、
自
己
嫌
悪
！ 

 

人
権
意
識
も
規
範
意
識
も
皆
無
の
政
権
が
続

い
て
い
る
。“
蚊
帳
の
外
”
の
外
交
。
遊
び
外
交

で
約

5
0

兆
円
を
加
害
国
に
ば
ら
撒
き
、
お
仲

間
に
億
単
位
の
補
助
。
一
方
で
福
祉
・
教
育
・

医
療
・
介
護
を
削
減
。 

「
孤
島
の
生
物
た
ち
」（
小
野
幹
雄
著
／
岩
波

新
書
）
は
、
生
物
は
そ
の
発
生
以
来
、
海
域
・

陸
域
の
ニ
ッ
チ
を
開
拓
し
つ
つ
多
様
化
を
進
め

た
。
島
は
特
殊
な
環
境
ゆ
え
に
固
有
種
が
育
っ

た
。
島
は
生
物
進
化
の
実
験
場
と
言
わ
れ
る
ゆ

え
ん
だ
。
が
し
か
し
、
こ
の

5
0

年
前
か
ら
生

物
種
の
減
少
が
進
み
、
島
は
種
の
絶
滅
実
験
場

に
変
っ
た
。
大
き
な
原
因
は
人
間
で
す
。
医
薬

品
を
は
じ
め
、
有
益
な
物
質
も
動
植
物
か
ら
発

見
さ
れ
た
。
人
間
の
た
め
に
も
大
切
だ
し
、
そ

の
た
め
の
自
然
環
境
保
全
が
必
要
だ
。 

ｊ
ｓ 

  

 

千
葉
県 

千
葉
市 

美
浜
区 

幸
町
１
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会 

 
  

避
難
時
、
外
階
段
を
使
っ
て
高
齢
者
や

怪
我
人
を
運
び
出
す
こ
と
に
備
え
、
今
年
か

ら
布
製
の
救
助
担
架
を
導
入
。 

炊
き
出
し
訓
練
は
お
米
を

2
5

キ
ロ
、5

0
0

名
分
の
炊
き
出
し
を
行
う
。
「
ボ
イ
ラ
ー
の

操
作
や
時
間
の
計
算
、
お
米
の
水
加
減
な
ど
、

実
際
に
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
と

炊
き
出
し
班
の
方
た
ち
。
「
温
か
い
ご
飯
が

嬉
し
い
」
と
参
加
者
に
喜
ば
れ
て
い
た
。
備

蓄
倉
庫
で
備
蓄
米

1
0
0

キ
ロ
、12

0
0

食
分
の

食
料
を
備
蓄
す
る
が
、
備
蓄
で
ま
か
な
え
る

量
に
限
り
が
あ
り
、
個
人
個
人
が
備
蓄
の
意

識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
。 

蟹
江
さ
ん
は
「
幸
町
１
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
委
員
会
は

1
0

年
間
に
５
回
全
住
民
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
住
民
の
意

見
を
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。
活
動
の

３
本
柱
は
、
安
心
サ
ポ
ー
ト
と
金
曜
ふ
れ
あ

い
市
と
ふ
れ
あ
い
交
流
館
で
、
み
な
必
要
な

も
の
だ
」
と
話
す
。 

安
心
サ
ポ
ー
ト
は
、
五
老
海
満
喜
子
さ
ん

を
中
心
に
、
携
帯
電
話
を
受
け
渡
し
て
依
頼

受
付
を
す
る
こ
と
で
担
当
者
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
８
名
で
定
期
的
な

清
掃
、
週
２
回
の
ゴ
ミ
出
し
、
病
院
の
送
迎
、

買
い
物
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
（
入
会
時
に

1
0
0
0

円
、
仕
事
の
依
頼
時
は
１
時
間5

0
0

円
）
。 

７
年
目
に
入
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
安
心
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
と
答
え
た
人
は
当
初
の1

5
0

人
か
ら5

0
0

件
に
増
え
て
い
る
。
件
数
は
月
平
均

2
0

ほ
ど
。 

 

金
曜
ふ
れ
あ
い
市
は
７
～
８
人
で
運
営
し
、
市

の
日
は
２
台
の
レ
ジ
で
４
名
が
担
当
す
る
。
毎
回

1
0
0

名
以
上
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
、
年
間

5
0

回
開

催
。
４
年
が
経
ち

2
5
0

回
を
超
え
た
。
ス
ー
パ
ー

が

1
7

～1
8

年
前
に
な
く
な
り
、
買
い
物
が
困
難
に

な
り
、
野
菜
な
ど
新
鮮
な
も
の
を
近
く
で
購
入
し

た
い
と
い
う
希
望
が
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
。

現
在
で
は
、
品
揃
え
が
よ
く
良
心
的
な
方
に
お
願

い
す
る
こ
と
が
で
き
て

助
か
っ
て
い
る
。
パ
ン

や
お
惣
菜
も
取
り
揃
え
、

年
末
に
は
お
餅
の
予
約

も
受
け
付
け
る
。
備
蓄

し
て
い
た
お
米
も
販
売

す
る
。 

 
ふ
れ
あ
い
交
流
館
は

オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
間

で
１
万
人
の
利
用
が
あ

り
、
連
日
賑
わ
っ
て
い

る
（1

0

時
～1

6
時
、
火

休
み
）
。
定
期
的
な
利
用

者
も
多
く
、
写
真
の
展

示
や
日
本
手
ぬ
ぐ
い
の

飾
り
付
け
も
月
替
わ
り

の
楽
し
み
に
な
っ
て
い

る
。
ま
と
め
役
の
斉
藤

久
美
子
さ
ん
の
ふ
れ
あ

い
交
流
館
な
ら
で
は
の

お
話
も
興
味
深
い
。
思

い
が
詰
ま
っ
た
交
流
館

は
と
て
も
い
き
い
き
と
し
て
い
て
、
ス

タ
ッ
フ
も
１
か
月
に
１
日
、
２
時
間
半
、

お
手
伝
い
す
る
こ
と
で
誰
も
が
参
加
し

や
す
い
体
制
に
な
っ
て
い
る
。 

 

火
消
処
や
幸
町
公
園
の
公
衆
ト
イ
レ

の
設
置
に
も
参
画
し
、
清
掃
も
行
う
。

子
ど
も
の
下
校
時
の
青
パ
ト
、
夜
間
時

の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
々
、
一
人
の
人
に
、

月
１
回
、
自
分
の
や
り
た
い
も
の
を
や

っ
て
も
ら
う
。「
負
担
が
軽
い
、
楽
し
い
、

結
果
が
出
る
、
こ
の
３
点
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
」
だ
と
い
う
。

幸
町
１
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
の

底
力
は
、
実
に
天
晴
だ
。 

地
域
の
生
活
環
境
は 自

分
た
ち
の
手
で
守
り
た
い 


